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東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
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～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「赤灯台」

［表紙画について］

　唐子浜の「からこ（唐子）は、藤堂高虎
が今治城築城の為、唐子山にある国府城
を壊して山頂に松を植えたところ、瀬戸
物の絵でよく見かける唐風の子供の頭に
似ていたところに由来している。
　唐子浜の沖には、赤灯台が設置されて
おり、唐子浜のシンボルとなっている。
　元は来島海峡の西水道入口にあった瀬
灯標（赤灯台）で1902年（明治35年）４月
に日本で５番目の灯台として建設された。

wikipediaより。
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水彩画サイズ／Ｆ６ 表紙作者　上田　勇一　プロフィール
あ い じま
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編集後記

　公益社団法人として、異業種や全ての皆様から建築士会の枠を超えて原稿を広く募集して広く購買して頂く
ようにしています。是非、寄稿して頂きますようお願い致します。本年度は年６回発行となります。
（尚、営業的色彩の濃いものにつきましては、掲載されない場合もありますので、ご了承ください。）

「いしづち」の次号の原稿締切日
　　　令和6年　11月号（161号）　令和6年9月26日（木）

※校正印刷の関係で締切延長の最終期限は一週間後の木曜日とします。
※１ページ写真込みで2150文字（25文字×43行×横2段）のWORD様式を事務局で用意していますので
ご活用ください。
写真は１ページ当たり３枚程度まで題名を付けて添付してください。
また宜しければ投稿者の写真（免許写真程度の顔写真）を添付してください。
会員の皆様のご参加をお待ちしております。また記事等についてのご意見・ご感想もお寄せください。
（尚、投稿された原稿につきましては、要旨を変えない程度の若干の訂正等を加えることがあるかもしれませ
んので予めご了承ください。）
この誌面を通じて、会員の方々、そして一般の方々にまで、建築についての対話等の輪が広がればと願って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報・広報委員会

　７月10日、富士山の静岡側３ルートが開山を迎え、私はこの開山初日、富士宮ルートから富士山登頂に挑みま
した。この日の富士山は、多くのニュースでも取り上げられましたが、午後から風速10ｍ～40ｍと風雨が強ま
り、荒れ模様の天気となり、10日だけで３名の方が遭難し亡くなりました。日本一標高の高い山だけあって、木々
もなく隠れる場所もない、天候が荒れたときの厳しさは他の山の比ではありません。
　風雨や寒さによる低体温症のほか、高山病、突然死のリスクが高いことも富士登山の特徴ですので、私は山小
屋に避難しながら山頂を目指しました。山小屋のスタッフからは「台風より荒れてるから、無理はしないように」
と言われ、当初の予定を大きく変更し、予約していた山小屋を変更するなどして、徐々に標高を上げていき、山
小屋で２泊し、３日目に富士山山頂まで到達できました。
　本当に大変でした。命の危険も感じました。この時ほど、唯一風雨を凌げる山小屋の存在を有難く思ったこと
はありません。
　そこで私が宿泊した山小屋建築の特徴や凄さを書きたいと思います。まず、最大風速40ｍもあったのに室内は
凄く静かなことに驚きでした。外壁の３方は軒まで大きな石積で囲われており、屋根も吹上に対応し、大きな木
材で押さえられ、多くの石が載せられていました。これで、あの強風が凌げられるのかと思うと驚愕でした。
　また、建物内部は、狭小で建物面積に限りがあるため、とても清潔で綺麗に整えられていました。建坪面積か
ら宿泊人数を計算してみて、50人ぐらいだと思ったのですが、なんと130人とのこと、驚きでした。寝床のス
ペースに無駄がなく凄く考えられており、お一人様約１畳強、パーティションで区切られた空間となっておりま
した。また、換気設備が素晴らしく、換気をよくすることで、高山病の発症予防にも繋がるため、窓を開ける換
気だけでなく、悪天候時にも効率的に換気の出来る強力な換気機器を導入していました。
　最後に感動したのがバイオマス・トイレです。通常のトイレとは違い、自己完結・循環型のシステムが採用さ
れており、無臭、無排水、無汚泥、無薬品の４つの「無」と、省エネルギー、省メンテナンスの２つの「省」と
のことでした。その他にも、お食事も美味しく宴会もでき快適でした。
　今回の富士登山は、悪天候の大自然の驚異から、普段感じたことのない人を守るための人の英知を感じることが
でき、良い経験をしました。皆さんも富士山じゃなくて良いので、大自然を感じる旅をされてみたらどうでしょうか。

あなたの原稿をお待ちしています。

「いしづち」に関するご意見・ご提案などをお寄せください。お待ちしています。
「いしづち」編集委員会（士会事務局内）宛　FAX　089－948－0061読者の声欄
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会長就任挨拶

愛媛県建築士会　会長　尾藤　淳一

　日頃は、公益社団法
人愛媛県建築士会の活
動にご協力いただいて
いることに深く感謝申
し上げます。この度、
６月17日の通常総会
において役員改選があ
り、私は前期に引き続
き会長を務めることに
なりました。その他の

役員は、支部長交代や青年・女性委員長の交代など
がありましたので、理事・監事の顔ぶれに入れ替わ
りがありました（詳細は、総会資料をご確認くださ
い）。これから新体制で運営をしてまいりますので、
引き続きご協力をお願い致します。

　さて、只今この原稿を書いている７月では、一段
と円安が進み、物価上昇の先行きが見えない状況で
すが、輸出企業中心に大手企業の業績は好調で税収
は伸びているようです。一方、人手不足が常態化し、
新卒者のみならず中途採用も難しくなっております。
資金力のない中小・零細企業には若手人材が入職し
ないので、職員・技術者の高齢化が問題になり、事
業存続が危ぶまれる事態となっています。しかし国
政レベルでは、政治資金規正法があいまいな形でお
茶を濁して終結してしまい、今や９月の自民党総裁
選・立憲民主党代表選に関心が向いており、その後
アメリカ合衆国の大統領選があるので、日本の国内
情勢の改善に向けた動きには腰が入りそうもありま
せん。
　ただ１月の能登半島地震や４月には愛媛でも大き
な地震がありました。今後来ると言われている南海
トラフ大地震が来る前にしなくてはならないことは
山積みです。愛媛県建築士会においては、災害対策
委員会の設置について議論を進めなくてはなりませ
んし、応急危険度判定士の災害時招集方法について
詰めていかなくてはなりません。またブロック単位
で連携が必要なことですが、文化財被災建物の保護
修復についても、体制を確立することが必要です。
いろいろな事態が想定される中で、全てに対応した
ものが最初からできるとは思っていないので、先ず
は始めてみてその都度修正しながら、最善の方法を
探っていきたいと考えています。

［Ishizuchi2024.9］ ❶

　さらに、愛媛県建築士会の組織強化も喫緊の課題
です。会員の年齢分布を見てみると極端に若年層が
少なくなっています。この要因の一つには、資格試
験の合格者が減っていることがありますが、合格率
はあまり変わらない。つまりそれは、受験者が減っ
ていることを意味します。少子化・人口減少が進む
中、これをあげていくのは至難の業です。解決策と
しては、合格者のみならず未入会の資格者に入会し
て頂くより他手段がありません。会員皆さまの人脈
を通じて勧誘をすることは引き続きお願いしたいの
ですが、抜本的に改善するためには建築士会に入会
するメリットを大きくするしかありません。
　学術的・技術的な学ぶ場を求める人は、現在でも
多くの人たちが入会して頂いていると思います。建
築士会に足りないところは、仕事に直結することや
社会的認知度を上げることではないかと思います。
県工事の入札加点対象にＣＰＤ単位を加えて頂いた
ので、施工会社社員の方の入会が増えました。しか
し建築士会では、専攻建築士・既存建物状況調査技
術者・ヘリテージマネージャーなど講習会を開き、
学ぶ場を設けていますが、これを実務に生かす場や
評価して頂く場が少ないのが現状です。連合会やブ
ロックでもこれらの課題について、議論してまいり
ましたが、障壁が高くなかなか打開できていません
が、諦めずに続けていきたいと思っています。
　このところ中古住宅の取引に状況調査を行わない
理由の提出が必要になるとか、歴史的建物調査が受
注できたとか少しずつですが、良い方向に動いてい
るように思えます。この流れが途切れないよう頑張
りたいと考えています。
　話は変わりますが、６月に開かれた中国四国ブロッ
ク大会青年・女性の集いの地域実践活動報告会で、一
昨年に続き、愛媛県が最優秀賞を頂いたそうです。
これはひとえに青年委員会・女性員会が、日頃熱心
に活動して頂いている成果だと思います。心から祝
福を申し上げるとともに来る10月の全国大会鹿児
島大会でも優秀な成績を収めることが出来るよう皆
さんで盛り上げていきたいと思います。
　最後になりますが、皆様お一人おひとりの力で愛
媛県建築士会が発展できるようお願いを申し上げ、
私の挨拶にしたいと思います。宜しくお願い申し上
げます。

23

CONTENTS

Ehimeken　kenchikushikai
9
No.160SEPTEMBER

1
2
3
4
5

6
7
8

2024

会長　尾藤　淳一

道上壯／ＶｕＡ

デジタル時代にアナログ必要？　　　　　　　　　松山支部　尾﨑　光高

ダ・ヴィンチが見たミラノとヴェネチア（前編）　　　　　西予支部　松山　　清

晴天のもと！建築士会・建築士事務所協会合同親睦ゴルフコンペ開催
総務・企画委員会　委員長　井上　竜治

愛媛の登録有形文化財　第10回　氷見住吉屋（森家住宅主屋　他４件）
文化財・まちづくり委員会　副委員長　曽我部　準

ＣＬＴを利用したドーム・ハウス見学会　　教育・事業委員会　委員　水口喜久美
青年・女性建築士の集い　中四国ブロック広島大会　　　　松山支部　近藤　岳志
令和６年度青年会員総会、及び女性会員総会報告
青年会員総会　報告　　　　　　　　　　　　青年委員会　副委員長　遠藤　彰騎
女性会員総会　報告　　　　　　　　　　　　　女性委員会　委員長　永井　由起
第33回全国女性建築士連絡協議会（東京）
　未来へつなぐ「まち・ひと・建築」～インクルーシブな社会を目指して～

女性委員会　委員長　永井　由起
新たな気づきの２日間　　　　　　　　　　　　　　　　　西予支部　下元　美恵
初めて参加して　　　　　　　　　　　　　　　　　　四国中央支部　加地　彩子
全建女にｚｏｏｍで参加　　　　　　　　　　　　　　　　　松山支部　大塚美由紀

「建築士の日の行事」報告　　　　　　　　　　　　西予支部　支部長　山内　真一

建築で繋ぐ道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西予支部　水野　正一

令和６年度　通常総会及び第３回理事会概要報告　　　　　　　　　　　　事務局

東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「赤灯台」

［表紙画について］

　唐子浜の「からこ（唐子）は、藤堂高虎
が今治城築城の為、唐子山にある国府城
を壊して山頂に松を植えたところ、瀬戸
物の絵でよく見かける唐風の子供の頭に
似ていたところに由来している。
　唐子浜の沖には、赤灯台が設置されて
おり、唐子浜のシンボルとなっている。
　元は来島海峡の西水道入口にあった瀬
灯標（赤灯台）で1902年（明治35年）４月
に日本で５番目の灯台として建設された。

wikipediaより。

1974
1980
1990
1991

1993
1996
1998
2002

2003
2010
2015

2017

水彩画サイズ／Ｆ６ 表紙作者　上田　勇一　プロフィール
あ い じま

※尚、表紙及び本誌記事の無断転載を禁じます。

……①

……②

……④

……⑥

……⑩

……⑫
……⑭
……⑮

……⑯
……⑯

……⑰
……⑱
……⑱
……⑱

……⑲

……⑳

……㉑

編集後記

　公益社団法人として、異業種や全ての皆様から建築士会の枠を超えて原稿を広く募集して広く購買して頂く
ようにしています。是非、寄稿して頂きますようお願い致します。本年度は年６回発行となります。
（尚、営業的色彩の濃いものにつきましては、掲載されない場合もありますので、ご了承ください。）

「いしづち」の次号の原稿締切日
　　　令和6年　11月号（161号）　令和6年9月26日（木）

※校正印刷の関係で締切延長の最終期限は一週間後の木曜日とします。
※１ページ写真込みで2150文字（25文字×43行×横2段）のWORD様式を事務局で用意していますので
ご活用ください。
写真は１ページ当たり３枚程度まで題名を付けて添付してください。
また宜しければ投稿者の写真（免許写真程度の顔写真）を添付してください。
会員の皆様のご参加をお待ちしております。また記事等についてのご意見・ご感想もお寄せください。
（尚、投稿された原稿につきましては、要旨を変えない程度の若干の訂正等を加えることがあるかもしれませ
んので予めご了承ください。）
この誌面を通じて、会員の方々、そして一般の方々にまで、建築についての対話等の輪が広がればと願って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報・広報委員会

　７月10日、富士山の静岡側３ルートが開山を迎え、私はこの開山初日、富士宮ルートから富士山登頂に挑みま
した。この日の富士山は、多くのニュースでも取り上げられましたが、午後から風速10ｍ～40ｍと風雨が強ま
り、荒れ模様の天気となり、10日だけで３名の方が遭難し亡くなりました。日本一標高の高い山だけあって、木々
もなく隠れる場所もない、天候が荒れたときの厳しさは他の山の比ではありません。
　風雨や寒さによる低体温症のほか、高山病、突然死のリスクが高いことも富士登山の特徴ですので、私は山小
屋に避難しながら山頂を目指しました。山小屋のスタッフからは「台風より荒れてるから、無理はしないように」
と言われ、当初の予定を大きく変更し、予約していた山小屋を変更するなどして、徐々に標高を上げていき、山
小屋で２泊し、３日目に富士山山頂まで到達できました。
　本当に大変でした。命の危険も感じました。この時ほど、唯一風雨を凌げる山小屋の存在を有難く思ったこと
はありません。
　そこで私が宿泊した山小屋建築の特徴や凄さを書きたいと思います。まず、最大風速40ｍもあったのに室内は
凄く静かなことに驚きでした。外壁の３方は軒まで大きな石積で囲われており、屋根も吹上に対応し、大きな木
材で押さえられ、多くの石が載せられていました。これで、あの強風が凌げられるのかと思うと驚愕でした。
　また、建物内部は、狭小で建物面積に限りがあるため、とても清潔で綺麗に整えられていました。建坪面積か
ら宿泊人数を計算してみて、50人ぐらいだと思ったのですが、なんと130人とのこと、驚きでした。寝床のス
ペースに無駄がなく凄く考えられており、お一人様約１畳強、パーティションで区切られた空間となっておりま
した。また、換気設備が素晴らしく、換気をよくすることで、高山病の発症予防にも繋がるため、窓を開ける換
気だけでなく、悪天候時にも効率的に換気の出来る強力な換気機器を導入していました。
　最後に感動したのがバイオマス・トイレです。通常のトイレとは違い、自己完結・循環型のシステムが採用さ
れており、無臭、無排水、無汚泥、無薬品の４つの「無」と、省エネルギー、省メンテナンスの２つの「省」と
のことでした。その他にも、お食事も美味しく宴会もでき快適でした。
　今回の富士登山は、悪天候の大自然の驚異から、普段感じたことのない人を守るための人の英知を感じることが
でき、良い経験をしました。皆さんも富士山じゃなくて良いので、大自然を感じる旅をされてみたらどうでしょうか。

あなたの原稿をお待ちしています。

「いしづち」に関するご意見・ご提案などをお寄せください。お待ちしています。
「いしづち」編集委員会（士会事務局内）宛　FAX　089－948－0061読者の声欄
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